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今
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
言
葉
で
あ
る
が

「
2
0
2
5
年
問
題
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

2
0
2
5
年
に
は
人

口
の
20
パ
ー
セ
ン
ト
、

つ
ま
り
5
人
に
1
人
が

75
歳
以
上
の
「
後
期
高

齢
者
」
に
な
る
。
そ
の
時
に
様
々

な
問
題
が
起
き
て
く
る
こ
と
か
ら

「
2
0
2
5
年
問
題
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。
ま
だ
少

し
時
間
が
あ
る
か
ら
か
、
今
の
と

こ
ろ
、テ
レ
ビ
な
ど
、世
間
で
騒
が

し
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
な

い
▼
で
、
何
が
問
題
と
な
っ
て
く

る
か
と
い
え
ば
、
膨
れ
上
が
る
年

金
給
付
で
、
年
金
制
度
が
こ
の
ま

ま
だ
と
立
ち
行
か
な
く
な
る
の
で

は
、
と
危
惧
さ
れ
る
こ
と
だ
。
関

連
す
る
こ
と
だ
が
、
医
療
費
増
大

に
よ
る
財
政
圧
迫
、
介
護
施
設
不

足
や
充
分
で
な
い
介
護
シ
ス
テ
ム

の
問
題
な
ど
も
あ
る
▼
後
期
高
齢

者
を
支
え
る
た
め
に
は
、
現
役
世

代
に
よ
る
税
金
な
ど
の
財
政
負
担

の
増
大
し
か
な
い
。
し
か
し
負
担

の
増
え
る
現
役
世
代
か
ら
は
「
な

ぜ
我
々
が
老
人
を
過
大
に
支
え
ね

ば
な
ら
な
い
の
か
。
我
々
が
年
老

い
た
時
も
同
じ
よ
う
に
支
え
て
く

れ
る
の
か
」
と
い
う
声
も
上
が
っ

て
い
る
。
少
子
化
で
先
細
る
現
役

世
代
か
ら
の
悲
鳴
だ
▼
残
念
な
が

ら
今
の
段
階
で
は
、
こ
れ
と
い
っ

た
解
決
策
は
な
い
よ
う
で
あ
る
▼

世
界
に
類
を
見
な
い
ぐ
ら
い
に
急

速
に
少
子
高
齢
化
社
会
と
な
っ
た

日
本
。「
百
年
も
生
き
り
ゃ
貯
金
に

先
立
た
れ
」
と
い
う
シ
ル
バ
ー
川

柳
が
あ
っ
た
が
、
本
人
の
貯
え
だ

け
で
な
く
、
支
え
る
国
や
社
会
の

経
済
余
力
も
お
ぼ
つ
か
な
い
。
さ

て
、
前
例
の
な
い
事
態
だ
け
に
、

ど
う
対
処
し
て
い
く
べ
き
か
。

　

死
者
行
方
不
明
者
が
１
万
８
０
０
０
人
を
越
え
、
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年
が
経
っ
た
。
今
な

お
５
万
１
１
７
８
人
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
福
島
で

は
原
発
事
故
に
よ
る
避
難
者
は
3
万
2
6
0
0
人
に
も
の
ぼ

る
。（
3
面
に
関
連
記
事
）

　
被
災
地
で
は
被
災
者
向
け
の
災

害
復
興
住
宅
の
建
設
が
進
む
な

ど
、
復
興
は
進
捗
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
が
、
被
災
者
の
心
の
ケ

ア
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
対
応
と
し
て
、
第

1
4
4
回
宗
議
会
で
杜
多
道
雄

宗
務
総
長
が
、
大
震
災
な
ど
の
被

災
者
の
心
の
ケ
ア
も
含
め
「
臨
床

宗
教
師
や
臨
床
仏
教
師
養
成
の
環

境
作
り
を
心
が
け
た
い
」
と
述

べ
、
被
災
者
へ
の
宗
教
的
ケ
ア
に

取
り
組
む
意
向
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
今
年
も

3
月
11
日
、
比
叡
山
延
暦
寺
や
被

災
地
各
地
で
慰
霊
法
要
が
営
ま

れ
、
犠
牲
者
の
回
向
と
被
災
地
の

一
日
も
早
い
復
興
を
祈
願
し
た
。

　
延
暦
寺
阿
弥
陀
堂
で
は
、
午
後

2
時
半
か
ら
森
川
宏
映
座
主
猊
下

を
大
導
師
に
犠
牲
者
慰
霊
回
向
法

要
を
厳
修
。
延
暦
寺
一
山
僧
侶
出

仕
の
も
と
、
天
台
宗
か
ら
は
林
光

俊
社
会
部
長
、
森
田
源
真
教
学
部

長
、
森
定
慈
仁
一
隅
を
照
ら
す
運

動
総
本
部
長
が
参
列
。
ま
た
参
拝

に
訪
れ
て
い
た
参
列
者
ら
が
黙
祷

と
焼
香
、
発
生
時
刻
の
2
時
46
分

に
は
梵
鐘
が
撞
か
れ
犠
牲
者
の
冥

福
を
祈
っ
た
。（
写
真
）

　
陸
奥
教
区
中
尊
寺
で
は
、
午
前

10
時
半
か
ら
陸
前
高
田
市
の
小
友

町
茗
荷
地
区
に
あ
る
「
小
友
地
蔵

尊
」
で
山
田
俊
和
貫
首
を
大
導
師

に
回
向
法
要
を
営
み
、
大
阪
な
ど

遠
方
か
ら
も
参
列
者
を
得
て
供
養

し
た
。

　
小
友
地
蔵
尊
で
は
、
月
命
日
に

必
ず
法
要
を
営
ん
で
い
る
。

　
ま
た
午
後
2
時
か
ら
は
中
尊
寺

本
堂
で
お
勤
め
し
、
2
年
前
に
建

立
さ
れ
た
慰
霊
碑
前
で
お
参
り
し

た
後
、
発
生
時
刻
に
合
わ
せ
て
大

鐘
が
撞
か
れ
参
列
者
全
員
で
犠
牲

者
を
追
悼
し
た
。

　
世
界
平
和
と
除
災
招
福
を
祈
願

す
る
「
比
叡
の
大
護
摩
」
が
3
月

13
日
、
西
塔
峰
道
広
場
の
伝
教
大

師
尊
像
前
で
執
り
行
わ
れ
た
。

　
森
川
宏
映
座
主
猊
下
は
、
11
時

座主猊下を大導師に犠牲者回向法要を厳修
東日本大震災

犠
牲
者
の
回
向
と
一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て

比
叡
の
大
護
摩

と
13
時
半
の
2
座
の
大
導
師
を
勤

め
ら
れ
、
今
年
は
天
皇
陛
下
在
位

30
年
と
、
皇
太
子
殿
下
の
新
天
皇

即
位
、
そ
し
て
大
護
摩
が
30
回
目

の
節
目
を
迎
え
た
こ
と
を
奉
告
。

人
類
の
安
寧
と
世
界
平
和
実
現
を

願
う
祭
文
を
言
上
さ
れ
、
続
い
て

大
護
摩
炉
の
炎
へ
護
摩
木
を
投
じ

ら
れ
た
。（
写
真
）

　
こ
の
日
だ
け
で
6
座
が
修
さ

れ
、
約
5
千
人
の
参
拝
者
が
あ
っ

た
。
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
10
万

本
に
も
の
ぼ
る
護
摩
木
が
、
行
者

ら
に
よ
り
次
々
と
投
入
さ
れ
る

と
、
参
拝
者
ら
は
一
心
に
祈
り
を

捧
げ
た
。
　

人
類
の
安
寧
を
願
い


